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会議名 等 令和７年度第１回奥州市男女共同参画推進委員会 

日   時 令和７年７月 18日（金）午後２時から午後３時 15 分まで 

場   所 奥州市役所江刺総合支所 313 会議室 

出 席 者 ○ 奥州市男女共同参画推進委員 12 名 

○ 事務局 ３名 

１ 開会     

２ あいさつ  黒沢副委員長 

３ 委員長及び副委員長選出 

   委員長：黒沢 真紀 委員 副委員長：佐々木 修 委員 

４ 報告 

（１）令和６年度男女共同参画推進事業の実施状況について《事務局説明》 

〇塚本委員 

男女共同参画と性の多様性については別に考えたほうがいいのではないかと思っている。 

〇千葉部長 

東京でも分けて取り組むべきとし、条例自体を分けている自治体もある。奥州市でも分けるこ

とについて審議会の中でも検討したが、現時点で岩手県内は従来の男女共同参画のくくりの中で

扱うという傾向であり、奥州市もその流れで制定した。今後国の動きに注視したい。 

〇塚本委員 

国の男女共同参画の予算が今年度から大きく変わった。大きく２つの枠組みがあり、一つ目が

男女共同参画社会の形成を目的とする施策事業。二つ目が男女共同参画社会の形成に効果を及ぼ

す施策。そして二つ目については令和７年度から予算額を公表していない。男女共同参画の形成

及び施策についてはなかなか進捗がみられない。 

〇千葉部長 

お金の使い方については国全体でチェックする必要があると思っている。 

 

（２）第２次奥州市男女共同参画計画の進捗について《事務局説明》 

質疑なし 

 

５ 協議 

 令和７年度男女共同参画推進事業の実施計画について《事務局説明》 

〇塚本委員 

今日配布されているパートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度の資料は、性的少数者の視

点に偏っている。民生児童委員への説明とあるが、話をする際には、事実婚や内縁の話もしてほ

しい。 

〇千葉部長 

説明資料に偏りがあるのではないかという意見については、説明の際には、誤解が生じないよ

うに説明していく。また、資料についても随時精度を高めていく。 

〇佐々木副委員長 

男女共同参画の意識啓発のために川柳の募集は必要だと思う。ただし、毎年同じような人から

応募され、あまり広がりがみられない。学齢期の子が参加することによって、その子たちが大人

になったときに住みよい社会になっているイメージを持っている。 
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〇小原委員 

小学校教育の現状についてお話ししたい。学校では混合名簿により事務的な作業等を進めてお

り、名前の区別もなくなってきている。 

小学校では、男子だから女子だからというのではなく、人間としての基本的なところで、リー

ダー性のある子だったり、おとなしい子であったり、様々な個性を尊重しながらその特性に合っ

た指導をしている。ただし身体測定等男女を分けなければいけない部分もあるので、それについ

てはきちんと分けて行っている。 

〇青木委員 

 川柳のかわりとなるものとしてキャッチフレーズはどうか。川柳だと堅苦しく感じる。 

〇千葉部長 

川柳に関しては、標語的なものや、今日提案のあった例えば同性愛の理解促進手法としてのマ

ンガの活用など、様々な意見があると思う。所属する団体等に持ち帰っていただき、普及啓発の

ためのいい案があれば後日事務局の方へ情報提供していただきたい。以前から指摘のあった広が

りのなさを打破して次のステップに進みたい。 

 

６ その他 

〇千葉課長 

昨年度、常設のパネル展示について意見を頂いた。目立つ場所ではないが、現在パネル展示を

行っており、月替わりでの展示を予定している。お帰りの際にぜひ見ていただきたい。 

〇佐々木副委員長 

2023 年度に文科省から全国展開している性犯罪性被害防止のプログラムがある。これにより命

の安全教育というものが全国の公立学校、幼稚園等で実施されるということになっていたと思う

が、奥州市内の幼稚園、こども園、学校、高校でどの程度実施されているのか調べて欲しい。 

〇千葉課長 

確認して報告する。 

〇菊池委員 

事実婚について今日はあまり触れられなかった。事実婚の相談窓口等について具体的なチラシ

があれば案内しやすい。 

〇黒沢委員長 

県の男女共同参画サポーターについて、講座自体とてもいいものなので、その周知の仕方を少

し考えて欲しい。 

〇千葉課長 

検討していく。 

 

７ 閉会 

以上 

 


